
平成 26年度 「地域エネルギーマネジメントシステム実証事業」について 

○「地域エネルギーマネジメントシステム実証事業」を新規に予算計上。 

○26 年度 実現可能性調査の位置づけ 

○新年度早々に調査内容を設定し、コンサルタント等に調査業務を委託する予定。 

地域エネルギーマネジメントシステム実証事業：400万円

【内訳】
委託料 400万円（実現可能性調査委託一式）

【事業内容】
公共施設が集中立地する地区に再生可能エネルギーや蓄電池、ガスコージェ
ネレーションシステム、BEMS・CEMS等を導入し、個々の電力契約を一括契約
に変更する。
27年度はこのシステムの導入に向け、施設のエネルギー使用状況や、最適
システムなどの調査を行う。

平成27年度
実証モデルのシステムの設計（予定）

平成28年度
実証モデルのシステムの整備・運用開始（予定）

平成24年度
「防災型スマートコミュニティ実現可能性調査」を実施

・風力発電の地域電源としての活用可能性を調査

・技術的可能性を確認
・コストが課題と判明
・他の方法を検討

平成25年度 総務省委託事業「分散型エネルギーインフラ」
導入可能性調査を実施

・地域エネルギーマネジメントシステム実証モデルの候補地の基礎調査

・適正システムを想定
・候補地を比較
・導入可能と判明

平成26年度
「地域エネルギーマネジメントシステム実現
可能性調査」を実施（予定）

・詳細な効果・費用を算出
・設計に必要な情報を入手・整理
・関係部署との調整事項を整理

資料３ 

26年度は 

実現可能性調査

を実施。 

システム設計に 

つながる、具体的な

調査が必要。 


